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7月2日から10日まで開催された花しようぶせせらぎまつりには
連日家族連れなど、多くの市民が訪れました。 

まつり開幕ノ 南小学校鼓笛隊 

「ョーョー、つれましたかつ」 

何
を
食
べ
て

る
の
？
 

そ
ば
、

う
ど
ん
は
大

繁
盛
 

（日
赤
奉
仕

団
）
 

「しっかりつかまつて。 

熱気球が出ますよ～り 
平成 6」J8月 1日 2 

「ヨーヨー、つれましたかっ」

ー

つ
司(ど
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仕繁
団盛

まつり開幕/ 南小学校鼓笛隊

そ
ば
、
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を
食
べ
て
る
の
?
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「
血
叫覆
整舞
警
離こ
 

山
蘭
●
牧
水
交
遊
圭
備
展
 

八幡宮（元町）の牧水の歌碑 

五
所
川
原
市
松
島
出
身
の
歌
人
、
和
田
山
蘭
へ
宛
て
た
、
歌
人
、
 

若
山
牧
水
か
ら
の
友
情
と
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
、
貴
重
な
交
遊
書

簡
の
一
部
が
花
し
ょ
う
ぶ
せ
せ
ら
ぎ
ま
つ
り
協
賛
行
事
と
し
て
歴
史

民
俗
資
料
館
を
会
場
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
 

書
簡
は
山
蘭
の
御
子
息
で
、
書
道
家
の
和
田
現
氏
（
青
森
市
在住
）
 

よ
り
、
手
紙
や
ハ
ガ
キ
な
ど
八
十
一
通
が
、当
市
に
寄
贈
さ
れ
た
も

の
で
、
こ
の
度
の
展
示
会
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
書
簡
の
他
に
、
牧

水
の
生
ま
れ
た
、
宮
崎
県
東
郷
町
の
若
山
牧
水
顕
彰
会
の
方
々
か
ら

写
真
、
そ
の
他
、
貴
重
な
資
料
を
借
り
る
な
ど
、
大
変
な
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

南
国
生
ま
れ
の
牧
水
が
歌
友
、
山
蘭
を
訪
ね
て
は
じ
め
て
五

所
川
原
を
訪
れ
た
の
は
、大
正
五
年
三
月
、牧
水
三
＋
一
歳
の
と

き
の
こ
と
で
す
。
当
市
に
関
連
し
た
歌
、
数
首
を
紹
介
し
ま
す
。
 

〇
権
の
鈴
戸
の
面
に
聞
こ
ゆ
旅
な
れ
や
津
軽
の
く
に
の
春
の
あ
け
ぼ

の
 

〇
ひ
っ
そ
り
と
馬
乗
り
入
る
る
津
軽
野
の
五
所
川
原
町
は
雪
小
止
み
 

せ
り
 

〇
雪
高
く
往
き
交
ふ
人
の
輝
き
て
い
ま
青
森
に
タ
日
さ
す
な
り
 

〇
堅
雪
の
畦
道
ゆ
け
ば
津
軽
野
の
名
残
の
雁
か
遠
空
に
見
ゆ
 

〇
帰
る
雁
と
ほ
空
b
く
く
渡
る
見
ゆ
松
島
村
は
家
ま
ば
ら
か
に
 

〇
い
つ
か
見
む
い
つ
か
来
む
と
て
こ
が
れ
来
し
そ
の
青
森
は
雪
に
埋
 

れ
居
つ
 

o
汝
が
父
は
さ
き
く
こ
そ
お
は
せ
汝
が
母
は
さ
き
く
こ
そ
お
は
せ
わ
 

が
ま
丙
り
し
日
 

会場は連日盛況／ 

     

山 蘭 
（明治15年～昭和32年） 

 

牧 水 
（明治18年～昭和 3年） 
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牧水から山蘭に宛てた手紙 

    

      

五
所
川
原
市
で
は
、
牧
水
の
貴

重
な
手
紙
や
ハ
ガ
キ
を
、
圧
年
後

に
建
設
予
定
の
、
市
美
術
館
に
保

管
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
公
開

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
‘
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一
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し
よ
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ぶ
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ま
つ
り
協
賛
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事
と
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歴
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民
俗
資
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館
を
会
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に
紹
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さ
れ
ま
し
た
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書
簡
は
山
蘭
の
御
子
息
で
、
書
道
家
の
和
田
現
氏
(
青
森
市
在
住
)

よ
り
、
手
紙
や
ハ
ガ
キ
な
ど
八
十
一
通
が
、
当
市
に
寄
贈
さ
れ
た
も

の
で
、
こ
の
度
の
展
示
会
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
書
簡
の
他
に
、
牧

水
の
生
ま
れ
た
、
宮
崎
県
東
郷
町
の
若
山
牧
水
顕
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会
の
方
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ら
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真
、
そ
の
他
、
貴
重
な
資
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を
借
り
る
な
ど
、
大
変
な
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
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八幡宮(元町)の牧水の歌碑
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右から2人目、野呂さん 

街
頭
パ
レ

ー
ド
で
呼
び
か
け
 

ー
暴
力
や

非
行
の

無
い
 

明
る
い

ま
ち
に
 

第
四
十
四
回
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
の
市
民
集
会
が
七
月

八
日
、
市
役
所
前
お
祭
り
広
場
で

開
か
れ
ま
し
た
。
 

佐
々
木
市
長
を
は
じ
め
、
市
保

護
司
会
や
地
区
防
犯
協
会
、
市
P
 

T
A
連
合
会
、
中

・
高
校
生
な
ど
、
 

市
内
各
団
体
か
ら
約
五
百
人
が
参

加
、
三
好
中
学
校
三
年
生
の
一
一P
 

恵
久
美
さ
ん
が
、
 「
心
の
こ
も
っ

た
あ
い
さ
つ
で
、
明
る
い
ま
ち
を
 
 

ー
」
と
、
同
校
で
毎
日
行
わ
れ
て

い
る
、
あ
い
さ
つ
運
動
を
紹
介
す

る
な
ど
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
へ

向
け
、
 
一層
の
推
進
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
県
警
音
楽
隊
、
五
小
、
 

南
小
の
鼓
笛
隊
を
先
導
に
、
柳
町
、
 

布
屋
町
、
大
町
、
本
町
へ
と
街
頭

パ
レ
ー
ド
、
暴
力
や
非
行
の
無
い

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
運
動
を
市
民

に
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
弓
道
会
（
工
藤
誠
一

会
長
）
主
催
の
、
五
所
川
原
地
区

弓
道
指
導
研
修
会
の
講
師
と
し
て

招
か
れ
た
、
全
日
本
弓
道
連
盟
の

野
呂
健
吉
範
士
八
段
（
青
森
市
出

身
七
五
歳
）
は
、
七
月
六
日
、
佐

々
木
市
長
（
弓
道
五
段
）
を
表
敬

訪
問
し
、
弓
道
の
心
な
ど
に
つ
い

て
、
親
し
く
懇
談
し
ま
し
た
。
 
 

郭
公
の
ふ
た
つ
の
こ
だ
ま
透
り
く

る
梅
雨
の
日
暮
れ
の
岩
木
川
べ
に
 

山
上
 
和
美
 

妹
の
長
病
み
を
れ
ば
真
夜
中
の
間

違
ひ
電
話
に
を
の
の
き
て
覚
む
 

開
米
 
藤
枝
 

三
潮
の
押
合
ふ
海
に
突
き
出
し
」
匿
 

に
紫
陽
花
の
む
ら
さ
き
盛
る
 

蝦
名
 
麗
子
 

湖
の
干
潟
の
葦
に
槌
る
ご
と
残
り
 

し
鯉
の
腐
臭
漂
ふ
 

三
上
 
イ
ツ
 

学
位
受
け
答
辞
読
む
子
の
晴
れ
姿
 

現
と
な
り
て
眼
の
前
に
あ
り
 

下
山
 
サ
ト
 

ほ
つ
ほ
つ
と
ほ
こ
ろ
ぶ
梅
の
匂
ふ
 

径
琴
の
調
べ
の
古
へ
誘
ふ
 

浜
山
 
て
い
 

梅
雨
ど
き
の
土
起
し
を
れ
ば
ふ
る

さ
と
の
父
母
あ
り
し
日
の
庭
の
な

つ
か
し
 

暇
名
チ
ョ
ノ
 

は
こ
べ
萌
ゆ
墓
地
へ
の
土
手
に
春

み
つ
け
冷
た
き
風
に
も
心
浮
き
立

つ
 
平
山
 

清
世
 

ョ
セ
ミ
テ
の
千
百
メ
ー
ト
ル
の
岩

見
上
ぐ
ロ
ッ
ク
・
ク
ラ
イ
マ
ー
ら

憧
れ
に
し
て
 
関
 
喜
代
栄
 

全
日

本
弓

道
連
盟

範
士
八

段
 

誓
”
 
野呂
健
吉
さ
ん
 

佐
々
木
市
長
を
表
敬
訪
間
 

華
織
」”
 

五小鼓笛隊もいっしようけんめい 

曾
意
の
花
か
ご

口
I

っ
も
あ
り
が
と2
」
ざい
ま
す
 

⑨
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ
 

〇
長
田
房
弥
さ
ん
（
み
ど
り
町
八
ー
五
一
）
廿
百
万
円
。
 

〇
和
敬
会
（
茶
道
裏
千
家
、
江
渡
宗
稚
代
表
）
廿
十
万
円
。
 

〇
浅
見
則
昭
さ
ん
（
松
島
町
七
ー
七
五
）
廿
三
万
円
。
 

〇
桜
庭
利
弘
さ
ん
（
小
曲

・
沼
田
二
ニ
ー
二
）
廿
五
万
円
。
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五
所
川
原
短
歌
会
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ふ

径目前
7

の
調
べ
の
古
へ
誘
ふ
浜

山

て

い

梅
雨
ど
き
の
上
起
し
を
れ
ば
ふ
る

さ
と
の
父
母
あ
り
し

H
の
躍
の
な

つ
か
し

蝦
名
チ
ヨ
ノ

は
こ
べ
崎
ゆ
墓
地
へ
の
土
手
に
春

み
つ
け
冷
た
き
胤
に
も
心
浮
き
立

つ

平

山

消
附

ヨ
セ
ミ
テ
の
千
百
メ
ー
ト
ル
の
岩

見
上
ぐ
ロ

ッ
ク

・
ク
ラ
イ
マ

l
ら

憧

れ

に

し

て

閲

喜

代

栄



「き
れ
い
な
環
境
が
何
よ
り
で
す
。」
 

長
橋
地
区
野
里
町
内
会
 

野
里
町
内
会
で
は
昭
和

六
十
三
年
か
ら
、
冠
婚
葬

祭
を
会
費
制
に
統
一
、
簡

素
化
運
動
を
進
め
て
い
ま
 

す
。
と
同
時
に
、
力
を
入
れ
て
い
る
事
業
が
、
美
化

運
動
。
二
年
に
一
度
毎
戸
に
プ
ラ
ン
タ
ー
を
配
布
、
 

花
は
毎
年
，
サ
ル
ビ
ア
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア
な
ど
が
配
布

さ
れ
ま
す
。
 

訪問 ょニマ層7？りJH”舞、 

露亜）l万妬）町I勺 

昨
年
、
町
内
に
三
カ
所
、
鉄
製
の
ゴ
ミ
置
き
場
を

設
置
し
ま
し
た
。
屋
根
が
あ
る
の
で
、
カ
ラ
ス
な
ど

に
よ
る
被
害
も
無
く
、
き
れ
い
に
管
理
さ
れ
て
い
ま

す
。
町
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
員
も
、
町
内
各
地
の
草
と

り
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
、
 

今
年
は
市
民
会
議
に
出
す
要
望
事
項
を
ま
と
め
る

た
め
に
「
対
話
集
会
」
を
開
い
た
と
こ
ろ
、
沢
山
の

町
内
会
員
か
ら
市
に
対
す
る
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

会
長
の
前
田
文
弘
さ
ん
の
自
宅
に
は
有
線
放
送
が

備
え
「
け
て
あ
り
、
各
種
の
伝
達
に
利
用
し
て
い
ま

す
。
 「こ

れ
か
ら
は
じ
ま
る
う
ち
の
方
の
宵
宮
と
盆
踊

り
は
、
す
ご
く
に
ぎ
や
か
で
す
よ
。
今
年
の
夏
は
暑

い
の
で
、
祭
り
に
は
ぴ
「
た
り
で
す
ね
。」
と
、
元
気

い
っ
ぱ
い
の
会
長
さ
ん
で
し
た
。
 

各家の前にはプランターが。 

力ラスもこれでシヤツトアウト 

「）ン
ャ

ー
マ
ン

ア
イ
リ
ス
」
 

（
ド
イ
ツ
ア
ヤ

メ
）
 

美
 
子
さ
ん
 

雛
田
）
 

関
 

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
は
梅
雨
の
頃
に
咲
き
ま
す
が
、
こ
の
花
は
、
五
月

の
、
カ
ラ
ッ
と
し
た
季
節
に
咲
き
ま
す
ね
。
色
も
、
赤
、
白
、
青
、
 

紫
、
黄
、
紺
、
と
、
沢
山
の
色
が
揃
っ
て
い
ま
す
し
、
花
の
形
も
フ

リ
ル
が
つ
い
た
り
し
て
、
西
洋
風
で
い
い
で
す
ね
。
こ
こ
に
ある
の

は
花
の
上
が
薄
紫
、下
の
方
が
濃
い
紫
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
は
、
い
ろ
ん
な
色
の
も
の
を
揃
え
た
い
と
思
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
 

ジャーマンアイリス 
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「
ジ
ャ
ー
マ
ン

ア
イ
リ
ス
」

(ド
イ
ツ
ア
ヤ
メ
)

関 美子さん
(雛田)

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
は
梅
雨
の
頃
に
咲
き
ま
す
が
、

こ
の
化
は
、
伝
凡

の
、
カ
ラ
ッ
と
し
た
季
節
に
咲
き
ま
す
ね
。
色
も
、
点
、

山、

H
H

紫
、
民
、
州
、

と
、
沢
山
の
色
が
揃

っ
て
い
ま
す
し
、
花
の
形
も
フ

リ
ル
が
つ
い
た
り
し
て
、
同
作
風
で
い
い
で
す
ね
。
こ
こ
に
あ
る
の

は
花
の
卜い
が
緋
紫
、
下
の
ぶ
が
濃
い
紫
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
は
、
い
ろ
ん
な
色
の
も
の
を
揃
え
た
い
と
思
っ
て
る
ん
で
す
よ
。

ジャーマンアイ リス
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け
さ
れ
ま
し
た
。
 

初
検
査
を
受
け
た
の
は
、
 

平
成
六
年
度
産
小
麦
の
、
県
内

初
検
査
が
七
月
十
九
日
、
梅
田
の

市
農
協
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
全
量
十
ト
ン
が
一
等
に
格
付
 

高 

市
立
図
書
館
が
、
こ
の
程
、山
本

和
夫
氏
（
市
内
本
町
出
身
、元
週
刊

漫
画
サ
ン
デ

ー
編
集
長
）
の
、
「失

わ
れ
た
五
所
川
原
」
の
読
書
感
想

文
や
、
当
時
（
四
十
年
前
）
の
思

い
出
な
ど
を
市
民
か
ら
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
二
十
名
の
方
々
か
ら
原

稿
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
図
書
館

で
は
花
菖
蒲
せ
せ
ら
ぎ
ま
つ
り
協
 

前
の
五
所
川
原
が
よ
み
が
え
る
。
 

一
「
麟
離
覇

鮮
欝
讐
鱗
《
 

賛
行
事
と
し
て
、
当
時
発
行
さ
れ

た
図
書
な
ど
と
共
に
、
感
想
文
を

展
示
し
た
と
こ
ろ
、
沢
山
の
市
民

が
訪
れ
、
一
字
一
字
読
む
う
ち
に
、
 

四
十
年
前
が

一
気
に
よ
み
が
え
り
、
 

市
民
同
志
、
昔
の
町
の
様
子
な
ど

を
な
「
か
し
そ
う
に
話
し
合
っ
て

い
ま
し
た
。
 

歌いましょうノ ー募集一

ヘートーウ幸総「歓喜の歌」 
美しい津軽平野と岩本山を1与二に新しい会

館で“第九”をひびかせてみませんか。 初め
ての方も大歓迎です。 男女は問いません。 
日時 平j戊 6 年12月 4 日（日） 午後 2 時開演
場所 ふるさと交流圏民センター大ホール
指揮 西尾聡治 オーケストラ 青森市民
交響楽団 合唱指導 熊木展 二 白崎良治
神明博 高橋伸光 ソ I)スト ソフpラノ
鶴田玲子 アルト・諏訪才子 テノール・
西塚巧 バリ ト ン・熊木展二 

練 習 日 練習時間 練 習 会 場 

6
第
 

4
j
 

 
臨
  

夜 7 時～ 9 時 五所川原市中央公民館 

9 月～11月 
毎週水曜日 夜 7 時～ 9 時 ふるさと交流圏民センタ一 

申し込み間い合わせ （事務局） 'ラO37五所川 
原市吹畑藤巻113-5 永田ノ」、児科内科医院内 
廿0173 - 34 - 5611 F A X0173 -34 - 5611 
会費 	月額1,000111( 人会月より11月まで・） 
『奥津軽に“第九 をひびかせる会』 

『キタカミコムギ』 

ー等に格付け 

浅
井
の
工
藤
二
喜
男
さ
ん
外
、
一
一

十
五
人
が
生
産
し
た
キ
タ
カ
ミ
コ

ム
ギ
。
 

国
、
県
、
市
、
農
協
関
係
者
及

び
生
産
者
等
、
六
十
数
人
が
見
守

る
中
、
青
森
食
糧
事
務
所
の
職
員

が
慎
重
に
検
査
し
た
結
果
、
整
粒

歩
合
九
四
パ

ー
セ
ン
ト
、
水
分

一

一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
被
害
粒
一
・

五
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
全
量
が

一
等

に
合
格
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
、
次
々
に
生
産
さ
れ

る
本
年
度
の
一
等
比
率
は
、
昨
年

の
九
〇
・
ニ
パ

ー
セ
ン
ト
を
上
回

る
好
成
績
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

,
 

私達の街、五所川原を『きれいな環境にする運

動』 を支援するフリーマーケッ トを開催しますく〕 

家庭の中のまだまだ使える不用品や手づく り

品を安く販売するものですが、 この参加料は環

境美化ボランティ ア・サークルへの支援金とい

たします。 

どうか、 この趣旨をご理解いただき、 多数こ’ 

参加くださるようお願いいたします。 

開催日時 平成 6 年 9 月15日（木）10時～15時

開催場所 五所川原河川公園 

参加料 2, 0 0 0円 

申し込み受けイ寸け期限 平成 6 年 8 月 1 日（月）~ 

9 月 5 日（月）9日寺～16甘寺

受けイ寸けと問い合わせ 五所川原市企画調整課 

" 0173 - 35 - 2111 (315）横山．山谷 . 片山

主催 五所川原フリーマーケッ ト実行委員会 

平成 6年 8月 lH 6 

前
の
五
所
川
原
が
よ
み
が
え
る
。

日……h
決
わ
れ
一
党
五
所
川
一原じ努……
υ

事

虫

一

嶋

一…
欄純一機……
…一読
部
感
、
鈴
…
交
響
を
勝
一
一不附

山
L1
凶
川
仰
が
、
こ
の
れ
、

山
本

和
六
氏
(山
内
本
川
川
身
、
ぷ
辺
川

沿
川
サ
ン
デ
ー
編
集
長
)
の
、「失

わ
れ
た

μ
川
川
凶
」
の
北
川
感州中

丈
や
、
中
I
時

(川
卜
午
前
)
の
思

い
川
な
ど
を
山
以
か
ら
必
集
し
た

と
こ
ろ
、
-
一トl
名
の
点
々
か
ら
原

糾
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
凶
壮一日館

で
は
化
パ
消
せ
せ
ら
ぎ
ま
つ
り
協

持
行
事
と
し
て
、
中
l
昨
先
行
さ
れ

た
凶
乃
な
ど
と
共
に
、
感
必
文
を

川
崎
4

ぶ
し
た
と
こ
ろ
、
沢
山
の
い巾以

が
訪
れ
、
J
f
s
下
読
む
う
ち
に
、

問
卜
作
山川
が

ε
%に
よ
み
が
え
り
、

山
民
川
よ、

片
の
町
の
保
，
J
rJ

な
ど

を
な
つ
か
し
そ
う
に
話
し
作

っ
て

い
ま
し
た
。
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一等に格付け

EJ
、

『キタカ

Jr
成
ぃ
八
年
度
庄
小
去
の
、
県
内

初
検
査
が
じ
片
十
九
日
、
締
川
の

山
品
協
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
全
以
卜
ト

ン
が
.
い
ぶ
に
は
刊
付

け
さ
れ
ま
し
た
。

初
検
六
を
受
け
た
の
は
、

市
内

i歌いましょう./ = 募集= 1 
1ベートーヴェンの 「勧育爪酪 1 

1 問 問り町
美しい i l工科 、 !と ~r と什本山 を fTに析しい会 l

飢 てい~"1)し"をひびかせてみませんか。 初め l
t ての )jも大歓迎です '11久ーはI/:J1， 、ません j 
l日時 、|ζ此 6q三]2) J 4 11 (11) 午後 211;'1'1)トjみj'ii 
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i うど科.~~ 卜tl 合唱指導 i!!'; -1寸法 (1崎山ifii 
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「奥津軽に “第九 'をひびかせる会』 i 

鉱物行後間後閉経Wy，
珍物館争記長んか
払i主のf封、丘Nr川原を『きれいな環境にする巡
ω'JJを支fltす るフ リーマーケ y 卜をIJfH桜します。

家出の中のまだまだ使える不)IJ川 や子づくり

IVIを友く i以先す るもので寸が、この 参加l料 は環

境美化ボランティア ・サークルへの支持合とい

たしま -9。

どうか、この起白旨 をご.fIU解いただ き、

参加lくださるようお願 L、いたします。

開催日時 、 I~ IJ父 6 年 9 ) ]1511 ( ~ ，)l 0 11、子 -15時

開催場所 j_i.Jifr川H哀れ'J川 公l羽

申し込み受け付け期限

多数ご

6 ーICIJ比61ド8))1 " 

ギ/J.文6(I'. 8 ) J 1 1 1 () 1)-

9川 5 11 (} 1) 911~'I'- 1 6 11 、子

受け付けと問い合わせ Ii.II.斤川原rli{f:: l'凶調強 1深

宮 0173-35 -2111 (315)惜 iJ1. 111行.片山

主催 1;.所 川原フリーマーケ y 卜'夫ー行委μ会



 

＞受験申し込み用紙 

工杓戎 6 年 8月 2 日から、人事課で配布。 

レ受付期間 平成6年8月 9 日（火）~8月19日唯） 

レ試験に関する申し込み及び問い合わせ 

市役所人事：課胃0173-35-2111（内線311----313) 

囲※印の学科については、 これに相当すると言忍 

めら才しる学科を含みます。 

平成6年度 

五所川原市職員の募集 

 

職 	手重 採用予定人員 受 	験 	資 	格 言式験の日時・場所・内容 

上級ー般 

事 	務 

(1）昭和40年 4月 2 日から昭和48年 4 月 1日

までに生まれた者 

(2）大学を卒業した者又は平成 7 年 3月に卒

業見込みの者一 

第―次試験 

）日日寺 

9月18日（日）午前 9日寺 

ン場所 

五所川原市中央公民館 

>内容 

（①教 養 試 験 

②事務適正検査 

③英 語 試 験 

第ニ次試験 

レ日日寺 

11月ネ7J-J（予定） 

＞内容 

①面接試験 

②イ乍文言式験 

13人程度 
(1）昭和46年4月 2 日から昭和52年4月1日

までに生まれノた者 

(2）短期大学若しくは高等学校を卒業した者

又は平成 7 年 3月に卒業見込みの者（大学

を卒業した者又は平成 7 年 3月に卒業見込

みの者を除く） 

初級ー般 

事 	務 

うち、英言

ロシフ稽吾、 

特技としー 

吾技能検定 2級合格以上の資格を有する者又は

中国語、韓国語の外国語に堪能な者 若干名

て郷土芸能（津軽三味線等）のできる者 1人 

上級土木 2人程度 

(1）昭和40年4月 2 日から昭和48年4月1日

までに生まれた者 

(2）大学の学部で※土木工学科の課程を修め

て卒業した者又は平成 7年 3月卒業見込み

の者 

平成6年度消防設備士試験 

期 日 場 	所 
試験の 
種類等 受付期間 

9/11 青森市 
全種全類 8/9まで 

（日） 青森山田高等学校 

くフ受験手数料 甲種 5,000円・乙種 3,400円 

平成6年度消防設備士試験事前講瞥驚譲 

期 日 場 	所 時 間 
受講
対象 

受付期間 

8/23 
（火） 

、 

8/25 
（木） 

青森県立 

青森高等 

技術専門校 

9 

13 

: 00 
12 : 

: 00 
17 : 

- 
00 

--- 
00 

1類 

4類 

6類 

8/8まで 

〇受 講 料 5,000円（申し込み時に支払う） 

〇テキスト代 4,000円（当日会場で支払う） 

※ 願書及び申し込み書は消防本部にあります。 

なお、詳しいことは消防本部予防課 

雪35 - 2019 内線25・27 へ 

お問い合わせください。 

7 平成 6 年 8月 1日 

自1 衛官を募集します 	~ 
種目 応募資格 受付期間 第

試
 
次

験
 

一
般
曹
候
補
学
生
 

平成 7年4月1 
日現在18歳以上 

21歳未満の高校

卒業（又は見込 

平成 6年 

8月1日～ 

9月 9 日 

高等学校新規卒 

業予定者は9月 

5 日から 

平成 6年 

9月18日 

み）の男子及び

女子 

曹
 
候
 
補
 
生
 

平成 7年4月1 
日現在18歳以上 

27歳未満の高校

卒業（又は見込

み）の男子及び

女子 

平成 6年 

8月1日～ 

9月 9 日 

高等学校新規卒 

業予定者は 9月 

5 日から 

平成 6年 

9月18日 

航
 
空
 
学
 
生
 

平成 7年4月1 
日現在18歳以上 

21歳未満の高校

卒業（又は見込 

平成 6年 

8月1日～ 

9月 9 日 

平成 6年 

9月23日 

み）の男子及び

女子 

※ 詳しくは市役所市民課（内線262）又は自衛 

隊青森地方連絡部五所川原募集事務所 

(雪35 - 2305） まで 

平成6年度

五所川原市職員の募集

職 手重 採用予定人員 エ」ヌIt、 馬食

b受験申し込み用紙

平成6年 8月 2i1から、人事課で配布。

仁>受付期間 平成6年 8月 9 Il 凶~8 月 19 日(剣

じ>試験に関する申し込み及び問い合わせ

市役所人 'fl説 宮 0173-35-2111(内線311~313)

(注)※印の学科については、これに相当すると認

められる学科を含みます。

資 キ各 試験の日時 ・場所・内容

(1) 11{1不[140勾主4月 2FIカミらl1jJ，;J'1148壬下4J=J 1 日 第一次試験

上級一般 までに生まれた者 [>日時

事 務 (2) 大学を卒業した者又は平成 7年 3月に卒 9)仁]18日(日)午前 9時

業見込みの者 b場所

(1)昭和46年 4月 2日から昭和52年 4月 1日 五所川原市中央公民館
13人稗度

までに生まれた者 b内容

(2)短期大学若しくは高等学校を卒業した者 ①教養試験

又は平成7年 3月に卒業見込みの者(大学 ②事務適正検査

初級一般
を卒業した者又は平成7年 3月に卒業見込 ③英語試験

事 務
みの者を除く)

うち、英語技能検定2級合栴以上の資格を有する者又は
第二次試験

ロシア語、 中l玉|言語、韓国語の外国語に堪能な者 若干名
b日時
11月初旬(予定)

特技として郷土芸能(津軽=味線等)のできる者 1人
b内容

(1)昭;1'1140年 4月 21=1から昭和48年 4月 1日 ①面接試験
までに生まれた者 ②作文試験

上級土木 2人科度 (2) 大学の学部で※土木 r:.学科の課程を修め
て卒業した者又は平成 7年 3月卒業見込み

の者

|平成6年度消防設備士試験|

期日 手ι日~j 庁f
試験の
種類等

受付期間

9 11 青森市

(円) 青森山岡高等学校
全種全類 8/9まで

0受験手数料 甲種 5，000円 ・乙穐 3，400円

i平成6年度消防設備士試験事前講習会|
期 日 .tf} 所 時間 受対講象 受付期間

8 23 
9 : OO~ 

(火) 青森県立
12: 00 
1類

青森高等 4類 8/8まで

8/25 技術専門校
13 : OO~ 

6類
(木)

17: 00 

0受講料 5，000r=J(申 し込み時に支払う)
0テキスト代 4，000r=1 (当日会場で支払う)
※ 願干'Lt之び申し込み舎は消防本音1Iにあります。

なお、詳しいことは消防本部予防諜

宮 35-2019 内線25・27へ

お|古1¥1、合わせください。

7 'Ff& 6 '1'. 8片 1l:I 

自衛官を募集します

種目 応募資絡 受付期間 第試1 験次

平成7年4月1 平成6年

般曹候盟十生

日現在18歳以上 8月1日~ 平成6年

21歳未満の高校 9月9日 9月18日

卒業(又は見込 高等学校新規卒

み)の男子及び 業予定者は9月

女子 5日から

背 平成7年4月1 平成6年

日現在18歳以上 8月 1日~ 平成6年
候 27歳米満の高校 9月9日 9月18日

中市 卒業(又は見込 高等学校新規卒

み)の男子及び 業予定者は9月
生 女子 5日から

航 平成7年4月1

日現在18歳以上
平成6年

平成6年
二ゲEロ 21歳未満の高校 9月23日

卒業(又は見込
8月1日~

学 9月9日
み)の男子及び

主主 女子

※ 詳しくは市役所市民課(内線262)又は自衛

隊青森地方連絡部五所川原募集事務所

(宮 35-2305) まで



第5回スポーツ医事相談所を 

開設します 
スポーツ選手や愛好者でスポーツ障害や健康

管理についてスポーツドクターの指導助言を受

けたい方のために、次のとおり第 5 回スポーりノ

医事相談室を開設しますのでお気軽にご利用く

ノどさレ、。 

ン日時 

8月11日（木）・ 8月18日（木）・ 8月25日（木） 

午後 3時～5時 

＞場所 市保健センター（市働く婦人の家） 

レ主催 市教育委員会・市体育協会・北五医師

会（スポーツ委員会） 

）主管 市教育委員会 

レ申し込み先 市教育委員会生涯スポーツ課内

事務局 電33 - 1621 

レ申し込み締め切り 平成6年8月 4 日 C木） 

＞その州l l）相談米斗は無料です。 

2）事務局に申し込み用紙があります 

(zンでこ清己入のうえ提出してください。 

年金標語大募集！ 
県内にお住まいの方であれば、 どなたでも 

' 	 OK。ふるってご応募くださレ、。 

テーマ 「暮らしと年金」 

※標語には必ず「年金」の文字を入れてください。 

応募方法 ハガキに①標語（②）住所③氏名④年齢 

⑤職業⑥電話番号を明記して 

9 030 青森市長島1丁目1-1 
青森県生活福祉部国民年金課 年金標語募集係 

まで送ってください。 

※作品の数は一人何点でも糾i構です。 

応募締め切り 平成 6年8月31日 

発表 11月に青森市で開かれる「国民年金展」 

会場で発表します。また、以後の各種広報に活 

用させていただきます。 

なお、応募されたすべての作品は主催者に帰 

属します。 

入賞者には、青森県知事からの賞状と、記念 

品を贈呈します。 

市役所 35 - 2111 

平成6年度 市合同金婚式 

対象ご夫婦はお申し込みを―。 

今年も、 めでたく結婚50年を迎えられた長寿 

ご夫婦を心からお祝いするため、合同金婚式】を 

開催します。 

対象夫婦 婚姻以来50年（昭和19年婚姻）を経 

過したご夫婦。 

申し込み締め切り 平成 6年9月20日（火） 

日時、場所については、追 

ってお知らせします。 

お申し込み 市福祉事務所高齢者対策課又は、 

各支所窓口へ。 

問い合わせ 市福祖二事務所高齢者対策課 

（内線294) 

一老人医療受給者のみなさん＝ 

次の場合は、 
届け出が必要です。 

どんなとき いっまで 持ってくるもの 

〇交通事故などにあ

ったとき 

すみやかに 医療受給者証（健

康手帳）・印かん 

070歳になったとき ハガキの通

知届出期間 

被保険者証・印か

ん・ハガキ（通知） 

〇加入している被保

険者証が変わった

とき 

14日以内に 医療受給者証（健

康手帳）・印かん・

被保険者証 

〇市内で居住地を変

更したとき（受給

者証が変わりま司 

M日以内に 医療受給者証（健

康手帳）・印かん・

被保険者証 

〇死亡したとき 14日以内に 医療受給者証（健

康手帳）・印かん 

〇他の市町村・区か

ら転入してきたと

き 

14日以内に 保
 
険
 
者
 
証
 
印
 
か
 

被
ん
 

〇他の市町村・区に

転出するとき 

転出する前

に 

医療受給者証（健

康手帳）・印かん・

転出証明書 

〇生活保護をうける

ようになり、医療

保険の加入資格を

失ったとき 

すみやかに 医療受給者証（健

康手帳）・印かん 

〇医療受給者証（健

康手帳）・紛失汚損

したとき 

すみやかに 被保険者証・印か

ん 

問い合わせ 国保年金課老人医療係（内線264番） 

平成6年 8月 1日 8 

「第5回スポーツ医事相談所七
開設します」

スポーツ選手や愛好者でスポーツ障害や健康

管理についてスポーツドクターの指導助言を受

けたい方のために、次のとおり第 51"1スポーツ

医事相談室を開設しますのでお気軽にご利用く

ださい。

b日時

8月 11日(オて)・8月 181::1(オて)・8月25日(オて)

午後 3 時~5時

b場所 市保健センター(市働く財人の家)

b主催 市教育委員会 ・市体育協会 ・北五医師

会(スポーツ委員会)

じ>主管 市教育委員会

じ>申し込み先 市教育委員会生涯スポーツ課内

事務局 宮 33-1621 

b申し込み締め切り 平成6年 8月 4rl (木)

仁〉その他 1)相談料は無料です。

2)事務局に申し込み用紙があります

のでご記入のうえ提出してください。

|年金標語大募集.
県内にお住まいの方であれば、、どなたでも

OK。ふるってご応募ください。

テーマ 「暮らしと年金」

※標語には必ず「年金」の文字を入れてください。

応募方法 ハガキに①標語②住所③氏名④年齢

⑤職業⑤電話番号を明記して

干030青森市長島 1丁目 1-1

青森県生研福祉部国民年金謀 年金椋訊募集係

まで送ってください。

※作品の数は一人何点でも結構です。

応募締め切り 平成6年 8月311=l

発表 11月に青森市で聞かれる「同民年金展J

会場 で発表 します。また、以後の各稲広報に活

用させていただきます。

なお、応募されたすべての作品は主催者に帰

属します。

入賞者には、青森県知事からの賀状と、記念

品を贈呈します。

市役所 35 -2111 

「平成6年度市合同金婚式寸

対象ご夫婦はお申し込みを一。

今年も、めでたく結婚50年を迎えられた長が

ご夫射を心からお祝いするため、合同令姉式を

開催します。

対象夫婦 婚WI以来50年 (U{伺Jl9年婚州) を粁

過したご夫射。

申し込み締め切り 平成6年 9片 201-1(火)

日時、場所については、迫

ってお知らせします。

お申し込み 市福祉事務所高齢者対策課Xは、

オ干支所窓口へ。

問い合わせ 市福祉事務所高齢者対策謀

(P'J来tn94)

=老人医療受京会者のみなさん=

「一次の場合は、 | 

」一一届け出が必要です。J

どんなとき いつまで 持ってく るもの

0交通事故などにあ すみやかに 医療受給有~IF. (色t
ったとき 康手帳)'1O11かん

070歳になったとき ノ、ガキのi!!l 被保険者~IF. .ド1Iか
知届山期間 ん・ハカJキ(通知)

o加入している被保 14円以外lに 医療受給者証(健
険者~lEが変わった jぷ手帳)・印かん ・

とき 被保険者言E

0市内で府住地を変 14日以内に 医療受給者~!F. (~ 
更したとき(受給 康手帳)'IO!Iかん ・

者証が変わります) 被保険者証

0死亡したとき 1411以内に 医療受給者~!l: (従

J友手帳)・印かん

0他の市町村 ・区か 14ハ以内に 被保険者証 ・正/1か

ら転入してきたと ん

き

0他の市町村・区に 転iJ¥するrlii 医療受給者証(健
転出するとき )主手帳)'1O11かん ・

転iJ¥~iEゆl JF

0生活保護をうける すみやかに 医療受給者市E(健

ようになり‘医療 康手帳)・向lかん

保険の加入資絡を

失ったとき

0医療受給者証(健 すみやかに 被保険者I~JE .ド1Iか
康手帳)・紛失汚損 ん

したとき

問い合わせ |玉|保年金課老人医械係(内線264吊:)

平成6{J.8JI111 8 
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100万円 
10万円 
記念品 

能力開発セミナー（8・9 月） 

ポリテワカレッジ青森 
誠） コ ー ス 名 開 	講 	lI 	時 

GP-I B制御技術 
8 月 8「~（月）~8 11lo日（水） 

9 	: 00---17 : 00 

っ
」
 
 

非破壊検査（ AE計測） 
8 1129H田) 一 9 月 2 日岡 

18 】 00-21 : 00 

メカトロニクス技術 I 
9 月 5 !1(fl)- 9 月 9II（劃 

18 : 00~21 : 00 

月
け
 
 

UNIX（基本操作と 
Cフログラミング） 

9 月 7 目（水）~9 月 9 日（斜 
9 : 00-16 : 00 

に
リ
 

フアジイ制御の基礎 
9 月1211（月）一 19 月16H(斜 

9 : 00-16 : 00 

6
  

NC旋盤 II 
9111911明）~9 月2111（水） 

9 : 00-16 : 00 

[
I
 

 
PC による制御回路技術 

9 月20日（火〕～ 9 月22日困 

9 : O0-16 : 00 

只
）
 
 

リレーショナルラ’一タ
べ―スの基礎 

9 月20目（火〕～ 9 月22日困 
13 : 00-17: 00 

9
  

空気圧応用技術 
9 月26日（月）~9 月2811（水） 

10 : 00-16I 00 

D 受講資格 学歴、年齢、‘陛別は間いません。 

D 受 講 料 各コースとも、 2,000円。 

レ申し込みと間い合わせ 

青森職業能力開発短期大学校 

開発援助課 か (0173) 37 - 3201 

（定員に達し次第締め切りますJ 

■応募先 

示030 青森市長島1-1-1 

「活彩あおもり」係宛 

※お間い合わせ 

0177(22)1111 内線2152 

4 くらしと趣味の教室 

ジャスト・トウ・トライ 
「試す時は今、若い力と可能性」 

受講対象 市内にィ主1りi、又は勤務する勤労青少 

年でおおむね15歳～30歳迄の男女。 なお年齢、 

受講等詳しいことは、勤労青少年ホームへお気 

軽にお問い合わせく ださい。 

受講料 無米斗。 但し、材料代は本人負担となります。 

受講時間 午後 6 時30分～ 8時30分 

期間 後期 9 月 1 日（村～11月18日（劃まで’ 

申し込み締め切り 平成 6 年 8 月31日（加まて各 

申し込み先 勤労青少年ホーム ”34 - 3602 

※下記の他、ホーム利用者が自主的につく った 

テニス、 バト ミ ン ト ン等 7 つのサークルもあ 

ります。 皆さんも参加してみませんか、ホー , 
ムにちょっと寄ってみませんか。 

募集内容 

曜日 教室名 定員 回数 内 	容 

火 

料 	理 

・

1
5
 

 
10 

ご家族の健康と 
団梁は手作り料理で 

陶 	芸 15 10 世界で 1 っしかない自分の
作品を作ってみませんか 

茶 	道 15 10 
奥床しいお茶の基本で 

豊かな心を 

はがき絵 15 10 季節の草花や風景を 
絵筆にたくしたお便りを 

水
  

社交ダンス 15 10 楽しく覚えて、 
触れ合いの輪を広め 

木
  

着 付 け 15 10 
着こなしと、優しさの 
ポイントを習ってより美しく 

筆 ペ ん 15 10 ご自分で、ご祝儀や、 
はなむけを書ける 

生 け 花 15 10 
お勤めや玄関に 

お花を生けて優しさを 

金 

組 ひ も 15 10 あなたの手作りを、 
晴れの日に 

手 	芸 15 10 可愛いアクセサリーから 
小物入れを 

日ー円でご家族の安心を 

交通災害共済に 
家族そろって加入しましょう I 

◇共 済 会 費 は叱＞ー人年間350円 
（いつ加入しても同じ） 

◇共 済 期 間【よ［か加入された日から 
平成 7年3月31日まで。 

◇加入の申し込みは中随時受付けしております。「 

◇問い合わせは中市役所民生福祉部総合サービス課「 
（内線 282) 
又は各支所へおちずねください。」 

, 

9 平成69 8j」】目 

|能力開発セミナー (8・9月斗
ポリテワ刀Uりヲ青森

』 IlfJ "，'1， 

9 I J 7 II I~() 

9 : 00 

9 I J 121111 jI 
9 : 00 

9 I J J 91111 /) 
9・00

9 I J 2011 I}(I 
9 : 00 

9 I J 20 11 I}(I 
J3: 00 

9 I J 26111111 
JO: 00 

11 11.)' 

8 I J 101川川
17: 00 

91J2111:(;:11 
2J : 00 

9 IJ 9111:(，:1 
21 : 00 

9 I J 9 111:ltl 
16: 00 

9 I J 16111令)
16 : 00 

じ〉受講資格 下歴、年齢、 Ylo刀IJは 1I日いません。

1>受講料 符コースとも、 2，0001'1。

1>申し込みと問い合わせ

JF森職業能力開発hU~日大、j右中交

1I日 づH~ll力深 ft (0173) 37 -3201 

(:どf.1に述し次第締め切ります。)

• 
‘も

11 
A4・t: ιE滋-凡fV人 7間・と
11 a 

， 1じ)(l 

jfl 
ダ

s、

長

場券金τ 悦宏理主羽
併百円P 回関前回:f，.1:;!.J
-最優秀賞 1点 100万円 -応募先
-優秀賞 2点 10万円
.f圭 作 7点 記念品 帝 030青森市長島 1-1 -1 
-特別 賞 「活彩あおもり」係宛
高校生部門記念品

中学生部門記念品 ※お問い合わせ

小学生部門 記念品 0177(22) 1111 内線2152

9 、l'川 118 JJ 1 11 

ド94くらしと趣味の教室|
ジャス卜・卜ウ・トライ
「試す時は今、若い力と可能性」

受講対象 di 内 に1ì~川、又は勤務する勤労 Jf少

fドでお才Jむね15片長 30ぷ迄のソ;女。な tJ'{j'.齢、

叉F品等汗しいことは、勤労 l守少年ホームへお、気

帝王にわ、11:]l、合わせください。

受講料 燃料。但し、材料代は本人負J11となります

受講時間 午後 611、子30分 - 811、¥;30分

期間 後Jt!J 9111 II(本)-ll}11811憎まで

申し込み締め切り 、!と成 6{ド 8113111(本)まで

申し込み先 助ツj・17少年ホーム ft 34 -3602 

※ 1-.'起の他、 ホーム利!刊行が向主的 につくった

テニス、パトミントン等7つのサークルもあ

ります。 怖 さんも参加|してみませんか、ホー

ムにちふっと 寄 ってみませんか。

募集内容

~1i1 
" 
教室名 i.EH I口m f̂J 谷

JlH ]5 ]0 ご家政の健康と1f十
同然はrwり料理で

陶 '・- ]5 ]0 !lt界でlつしかない白分の..f_.，' 
作品を作ってみませんか

火ト一一一
奥床 しいお茶の)，~本で

，"bt仁、 道 15 10 
盟かな心を

ト一一一一一

季節の草花やj瓜;止を
はがき松 ]5 10 

絵本にたくしたお便りを

社交ダンス ]5 10 
楽しく覚えて、;1< 
触れ合いのt陥を広め

13 H It 15 10 着こな しと 、優しさのホイントをnってより美しく

* -̂itべん 15 10 ご白分で、 ニネ兄fをi皇や、はなむけ 書ける
「一一一

お主bめマ玄関に
メj: li {r. 15 10 

お花を牛.けて(憂しさを
ト一一

あなたの子作ミりを、
利lひも 15 10 

日!?れの"に
<iそ

可愛いアク七サリーからF 1: I ]5 ]0 
小物入れ を

L一一一」一一一一一



市役所 35-2111 

発掘の体験学習をしてみませんか 

募集人員 先着10名 （男女問わず、高校生」ス 

E) 

D日 時 8月19日（金） 

午後 1 --3日寺 

ン発掘場所 馬C子・城助； 

ン発掘調査指導員 

新谷雄蔵（市史細I集委員） 

>持参するもの 移植ベラ 

）集合場所 」京子ソ、幡宮鳥居前 

レ主 催 五所川原市教育委員会 

ン申し込み先 五所川原市史編纂室 

'31-3256 

r 青森県立原字圏書爾のご案内 

Jな宇区十書館では、個人向けの、点訳、録音等

のサービス事業を実施しています。 

業務の内容 図書の貸出し・閲覧，テープ雑誌

の定期貸出し、個人向け点訳・録音・対面朗読

サービス、ボランティアの育I戎指導、 f也。 

開館時間 平日の午前9時から午後 5時まで。 

休館日 

国民の祝日、 日

曜日、 土曜日、 年

末年始（業務の都

合で臨時休館） 

利用のしかた 

電話か手紙で巾

し込み、をり 

青森県立図書館 

（青森i市大字石 jコ二

字江渡 5-1 青森

福祉庁舎 3階） 弘

南バス、 マツダ自

動車前下車 

" 01 77-82-7799 

長者森墓地へ 

一 臨時バスを運行します 
ン運行日日寺 

月日 営業所発 駅前発 松島団地 墓地着 墓地発 

8
月
1
3H
  

ii: 00 11 :15 11:25 ii: 40 12 :10 

8
月
1
'
3
日
  

14: 00 14 :15 14: 25 14 :40 15 :10 

8
月
1
1
4
H
  

16: 00 16 :15 16: 25 16 : 40 17 :10 

8
月
1
1
5
H
  

16: 00 16 :15 16: 25 16 : 40 17 :10 

8
月
2
0H
  

14: 00 14 :15 14: 25 14 : 40 15 :10 

運行経路 （各停留j折停申：) 
営業所一駅前一松島ト1け也一墓埋l（葬斉苑自if) 

料金 営業所～320円 駅前～300円 松島団地～200円 

第20回 

「私のアイデア貯金箱」 
コンクール 

次代を主旦う児童の貯蓄への関心を高 

めるとともに、造形的な創造力を伸ば 

す一助として実施します。 

夏休みを利用して、 新しいアイデア 

あふれ,る貯金箱を、紙、木エ、粘土等 

をィ吏って出品してください。 

I応募期間 9 月 5 日まて％ 

I応募資格 小！】i'/主 

問い合わせ 五所川」原劃Iイ更知狽うな令誹ミ 

(雪34 - 3205) 

～」 
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平成 6 イI8)j 1日 10 

35 -2111 

「長者森墓地ヘ | 

L__臨時バスを運行します」

市役所

|発掘の体験学習をしてみませんか |

月日 営業所発 駅前発 松島団地 墓地着 墓地発

8 一
月
11 00 11 : 15 11 : 25 11 : 40 12: 10 13 

日

8 
月
14: 00 14: 15 14: 25 14: 40 15: 10 13 

日

8 
月
16: 00 16: 15 16: 25 16: 40 17 : 10 14 

日

8 
月
16: 00 16 : 15 16: 25 16: 40 17: 10 15 

日

8 
月
14: 00 14: 15 14: 25 14: 40 15: 10 20 

日

じ>i豆:f=.i"日日寺

(ツJb<:/.'¥JオJ寸ぺ I ~ "1十:会ノ|二uう't>{j'101〆1

|二)

SJJ19fl(<i三)

ノ!後 1~311 ，') 

c>発掘場 所 以 一子城跡

仁〉発掘調査指導員

おIy作雄政(市史料i集委i1)

仁>持参するもの 移布!iベラ

じ>集合場所 j京(-八liJlff'!;''-μ}，':，iij
仁〉主 催 白川11似 Ili教育委tl会

じ>申し込み先 f，:liJr) 11 J)，;( 1 1 i史料i纂ネ:
宮 3/1-3256 

c>募 集人員

日寺じ〉 臼

のご案内点字図書館青森県立

(持所必liij)

松山 I ， jl地~2001'J

運行経路 (1付与W!l iJr1.c;~'11) 
何業所一駅liij-松 ι5卜1'1地 以上也

料金 '?:~.業所~3201'J 駅前~3001JJ

第20回

「私のアイデア貯金箱」
コンクール

次代を.jl[うLUitのll'j'誌への|其1心 を，:，'J

めるとともに、 .i1lJ杉的なれ1J.i2iノJをや11ば

ll)Jとして'よ.胞します。

粘土等

す

夏休みを利用して、新しし、アイデア

あふれる貯金箱を、紙、木工、

をイ吏って出品してください。

9)J 5 11まで。

ノl、'-;':'1.:

f ，:1 iJr) 11 }J;(垂1¥似)"J!tj' -0. ，W 
(宮34-3205) 

間
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し

}，I、(rj-:I火卜J}{iIiで、は、 11 ，1;1人 I ，" J けの、人，I ~( .u\ ‘釘tff士、if~

のサービス 事業を実施しています。

業務の内容 r:x ll';:の貸/1\ し ・ U~J位、テープ雑誌

の定期貸川し、 {作炉例F伊問主司l人|げ山f山川'JけJ点J、LしF沢 . J鉛t波止7汗コ1子'，:二 . 対 l州(1削11良印削j川l

サ一ヒピビ、♂、ス、ボランティアの育成折将.他。

開館時間 半，1の !rlすi9f1"iから/1:後 511-，')ーまで。

休 館 日

II-:Il¥:の祝日、 11

IIj'，( 1 1、 1 :IIU( 11、 イド

ふくイI.M; (業務の 都

合で臨時休f!，0

利用の しかた

屯話か千-紙でIjl

しiムλんを。
青森県立図書館

(青森市大字石江

字江渡 5-1 青森

福祉庁舎 3階〉弘

南パス、マツダ自

動車前下車

笠宮0177-82-7799
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交通安全は家庭から 

交通事故概況 
（平成 6年 7 月20日現在） 

五所川原市交通安全対策協議会 

鱗、 	内 312:1折)lI屑ti打 
1亭 	内 

予西桂三 
4,161 
(+ 1 20) 

201 
(+ 2 2) 

タビ者 
61 

(-22) 
4 

(」 	1) 

傷者 
5,1 68 
(+ 2 7 2) 

240 
(+ 3 6) 

( ）内は前年対比。 

見てるだろう止まるだろう人に頼るな自分の安全 

  

＞受験申し込み用紙 平成 6 年8 月 2 日から、 

消防本部総務課で配布。 

）受付期間 

耳勾戎 6 年 8 月 9 日（火）~8月19日（金） 

＞試験に関する申し込み及び問い合わせ 

消I坊本部総務課 

" 0173 - 35 - 2019（内線22・23) 

平成6年度 

五所川原消防署職員募集 

職 	手重 才采月1予定 
入、 	員 受・ 	験 	資 	格 試験の日時・場所・内容 

(1) 昭和42年 4 月 2 日から昭和48年4 月I 日 第ー次試験 

までに生まれた者 ン日日寺 

(2）大学を卒業した者又は平J戎 7 年 3 月に卒 9 月18日（日）!ji自1j9日寺 

業見込みの者 ン場所 

上 	級 (3）採用後五所川原市に居住できる者 五所川原市中央公民館 

消 β方 職t (4）身体が健全であること レ内容 

(5）両眼とも裸眼で視力0.3以上、色‘覚が正 ①教 養 試 験 

常なこと ②消防適正試験 

(6） 自動車運転免許の普通又は大型免許を所 ③体 力 測 定 

持している者 

5 人程度 第ニ次試験 

(1）昭和46年4月 2 日から昭和52年 4 月 1日 ＞日日寺 

までに生まれた者 11月初旬（予定） 

(2）短期大学又は高等学校を卒業した者又は ＞内容 

月勾戎 7 年 3月卒業見込みの者 ①面接試験 

(3）採用後五所川原市に雁H主できる者 ②作文試験 

初 	級 (4）身体が健全であること 

消 防 職 (5）両眼とも裸眼で視力0.3以上、色覚が正 

常なこと 

(6） 自動車運転免許の普通又は大型免許を所 

持している者（ただし、平成 7 年3月卒業 

見込みの者は、採用後 6 カ月以内に免許取 

得見込みの者） 

あの人は、いま、どこ（こ 	 コ 

「行方不明者をさがす相談所」を開設」 
五所川原警察署 

あなたの身内や近所に、 〇病気を苦にして、 

家出した。 〇突然居なくなり、 自殺でもしてい

るのではないか。 〇出稼ぎに行き、途中から音

信が途絶えた。など、行方をさがしておられる

方のため、 8 月中、相談所を開設します。 

現在家出人の数は、全国で54, 150人、青森県

内で 941人。 これら、行方がわからない、音信

がない方の中には事故死や病死、あるいは自殺、 

また不幸にして犯罪の被害者となる等で、身元

のわからないまま埋葬されノている方が、全国で 

11 ,700体、青森県内で 140体となっています。 

期間中は、警察本部と、 県内の各警察署に、 

顔写真を備え，家出人をさがしてはうられる方に

朴信炎所の利用を呼びかけて才うりまーす。是非、木目

談にお出かけの上、身元確認にご協力をお願い 

します。 	 五所川原警察署 容35 - 2141 

11 平成 6 弁 8 月 1日 

平成6年度
じ〉受験申し込み用紙 、|勺J¥(6 W 8)J 2 11から、

げjl山本部総務課で‘配布。

b受付期間

五所川原消防署職員募集 平成6"1 二 8 Jl 911(火)~8)J1911 (令)

じ>試験に関する申し込み及び問い合わせ

消防本;111総務訓

宮 0173-35-2019 (1刈総22・23)

耳殻
採用予定手重 | 
人員

上級

;肖 H方耳殻

宇刀 手投

消防職

1 5人科度

;;g、
Jι 耳j量 資 キ各

(1) 1I{1，f1142'1'4)J21Iiウミら1I{1平1148{1'-4 n ] 11 
までに/kまれた-fi-

(2) 大学を本業したィT;-y_は平成 7'1'_ 3)Jfこ本

業比込みの手;

(3) 採川後てh:所 )IW;li[iにj刈J:できる手「
(4) 身体が健今:であること

(5) 同 IINとも裸H民で視力 0.3以上、色党がJJ'-

市なこと

(6) (1動車運l伝免許の将iJI1又は大型免許を所

持している布一

(1) 1I{1不1146壬i'4rJ211tJミら11111'1152壬|二4)J 1 1-1 

までに生まれた者

(2) 知JJ，;I J大 r--'-tx は J~可等学校を卒業した有又は

平成 7"ド 3)J卒業比込みの者

(3) 採)1 J後五所)I I}ぷ r !fに J~+イ 1ゴできる 有ー

(4) 身体が他全であること

(5) I，l.ill民とも楳11Mで制プJO.3以上、色党が 11:

市なこと

(6) (1動車辺転免許の将辿Xは大相免許をかT
J71ーしているおー(ただし、斗[.)J父7'1三3).::1メ作業

比i.6みの者は、保川後 6ヵ刀以内に免許取

引.~"-込みの者)

試験の日時・場所・内容

第一次試験

b日時

9 ) J 18 Il (円)LI: lili 9 n~)， 
b場所

JJ]5fi)11原市中央公民館

b内容
①教養試験

②消防逃正試験

③体プJ iJ!rJ 定

第二次試験

b日時

11月初')1-1) (予定)

b内容

① 而接試験

② 作文試験

〔あの人は、いま、どこに一。
「行方不明者をさがす相談所」を開設」

五所川原警察署

交通安全は家庭から

あなたの身内や近所に、 0病気を若にして、

家11'，した。 0突然;;J;'なくなり、打殺でもしてい

るのではないか。 011'，掠ぎに行き、途'1'か ら干f

1，i'が途絶えた。など、行ノJをさがしておられる

んのため、 8凡'1'、相談所を開設します。
~~イ1:家 11\人の数は、全i五l で54 ， 150入、 jT森YI ~

いjで 941人。 これら、行ノjがわからない、 ?-TイrI
がない)jの'1'には事故死や州死、あるいは1'1殺、
また不幸にして犯罪の被'h-fiーとなる符で、身jじ

のわヵ、らないまま !II~非 されているノJが、今:い三|で

11，700体、 !?森県内で 140体となっています。

J~J川 ' 1' は、 ?手持本存1Iと、 りんいjの手千件出!p，-に、

ilSPf_r.'.{を官iiiえ、家11'，人をさがしてお られるんに

相談所の利片l を IFfびかけております。 九~ ') I' 、十11

談にお11'，かけの 1'-、身IC(i格:認にごIhjJプJをお)Jiitiレ、
しま寸 。 五所川原警察署 宮 35-2141

11 、V.I&6JI'-8JJ1 11 

/HTzL 、 内
3，~PJT) 1 1 凶行 Ii 
ろ1吟f 戸サ

ラ透ノl:
4，1 6 1 201  

(+120) (+ 2 2) 

タビ.{i'
6 1 4 

(-2 2) (+ 1 ) 

位JJぷー
5， ] 6 8 240  

(+272) (+ 3 6) 

見てるだろう止まるだろう 人に頼るな自分の安全



す く す く 健診 
）場所 市ィ』「H建センター（新町バスf亨前） 

ン日寺問 受付12 : 30から12 : 45 

ン持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

3 歳児にはイ固人通知いたします。同封のアン

ケートに記入して、尿を小ビンに入れて持参

くださし、。 

※注意① 3 カ月健診に来才1ノなかった方は、神経

芽細胞腫（小児がん）の検査セッ トを、母子

健康手帳を持参のうえ保健環境課窓口にもら

レ、にきてくノごさい。 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子

さんはご遠慮ください。 

⑧不明な点は、保健環境課にお問い合わせ

くノこ三さレ、。 

月 齢 対象児 期 日 主 な 内 容 

3カ月児 
H6年 
4 月生まれ 

H6年 
8月 9 H 
（火） 

小児科診察、神経芽
細胞腫セット配布、 
育児情報交換等 

6力月児 
HG年 
1月生まれ 

8月23日 
（火） 

離乳食の試食 
発達相談等 

1 歳児 
H5年 
7 月生まれ 

8月22日 
（月） 

育児情報交換 
発達相談等 

1 歳 

6カ月児 

H5年 
2月生まれ 

8月30日 
（火） 

小児科・歯科診察
丈夫な歯と顎になる
ためのお話 

3 歳児 
H3年 
2月生まれ 

8月11日 
（木） 

小児科・歯科診察 
尿検査 
視聴覚検査等 

乳幼児の発達や育児、悩みごとは、保健センター“母

と子の相談日（第1・3水曜日）” も御利用ください。 

るみなさんへ☆ 
えて 
故見舞金制度に』 

加入しましよう 

00円 
から改正されました） 

入登録から1年間 

生した日から2年以内 

~ 種 類 事 故 等 の 程 度 付

0
万
 万
 
万
 
万
 

万
 
万

額
 
円
円
 
円
 
円
 

円
 
円
 

給

1
0
 1
2
 9
 

7
 

3
0
 

2
0
 

 

死
見
 
亡
金
 

舞
  

田稼中（出発から帰宅まで）における死亡。 
ただし， 	一時帰省中の死亡を除く。 

傷
見
 
病
金
 

舞
  

6月以上であるもの 

出稼中における負
傷又は疾病で休業 

3月以 I一 
6月未満であるもの 

療養を要するもの 1月以上 
3月未満であるもの 

障 害
見舞金 

1の障害等級第 4 

出稼中における負傷又は疾病による障害
で、通常の就労を不能とする程度のもの 
（労働者災害補償保険法施行規則別表第 

級以上） 

火 災
見舞金 

加入者の留守宅の火災による焼失 
（半焼以上） 

◇問い合わせは中 民生福祉部総合サ一ピ’ 
ス課（内線281・282) 

市役所 35-2111 

生活講座受講生を募集！ 
働く婦人の家 

、巨季節の料理教室 

～旬の味を生かして夏7七Iとらてニはのお料到！を作っ 

て二 Jzメ，ませんか～ 

日時 8 月 9 日（火）午前10時～12時 

午後 611寺30分～ 8時30分 

講師 三森敬子一（食生活改善推進員連絡協議会常務理事） 

持参する物 ェプロン、三角巾、 メモ用具、材一 

，斗費（500円位つ 

②保育麟鷺機，側う婦人少年協会共催 

～ベビーシッターとしてマ）知識や技術を身につ 

けるための講習会です。在宅保育や出弓」馴呆育を 

してみたいとJ思ンンている方は是非受講ください。 

募集人員は30名で年齢不問です。内容詳細は倒j 

く婦人の家へお問い合わせくださレ、。～ 

日時 8月22日（月）~8月26日（金）プログラムあり。 

講師 東北女子疾豆期大学の講師陣と西北中央病 

ド11 の小児科医師。 

にl〕茶道教室 裏千家10回講I傘 

、裏丁家茶道入門から初心者大歓迎～ 

日時 8月24日～10月26日 毎週水曜「~ 

午後 6時30分～8時30分 

講師 11 渡宗成 

（④）パッチワーク教室 

～バックやホーチなど簡単な小4勿作りから～ 

日時 8 月25日～10月20日 毎週木曜日 

午後 6時30分～8時30分 

講師 ネ申j戎百合子（パッチワーク・プータン店主） 

持参する物 裁縫道具 

①～c）の共通要点 

対象者 市内に住所又は勤務先を有する女性 

受講料 無半I（イ旦し1オ半斗費は各自負担願います） 

締め切り 定員になり次第締め切らせていただきます。 

申し込みと問い合わせ 

五所itリ原市新田」倒jく如Iノ、の家 合35 - 8898 

平成6 年度 

「出稼ぎ者及び留守家族激励会」 
を開催します。 

◇無理と事故のない、みんなで明るい出稼ぎを◇

日時 平成6年8月31日（水）午後 1時より

場所 市中央公民館（大ホール） 入場料 無料

内容・安全就労もちつき大会 

・出稼ぎ者安全祈願祭 

・お楽しみ抽選会（20名限り） 

・アトラクション（カラオケ大会・豪華商品あり） 

☆入場者全員に粗品1あり☆ 

☆出稼ぎ前にかけて安心事故見舞金制度☆ 

平成6 年 8月 io 12 

|絞 すく汚すく健診
じ>場所 rlf似ー他センター(新川パス十戸liij)

仁>時間 交イ、D2: 30カミら12: 15 

じ>持参するもの I~): [.位以わ|此パスタオル

3，;)遠山にはイ10';1人通矢11いたします。 r.付、!のア ン

ケー卜に記入して、以をノトピンに入れてJ"，'1';参

ください。

※注意① 3ヵ)J仙 診に_;，kれなかったノiは、 frlr料

井手1I1J1包JI明(小川がん)の検作セットを、 I~土子

他J，}i T- rl阪を持参のうえ保健~~l:r~占拠窓 r 1にもら

いにきてください。

② 病気味長'-1' (4-'1'に伝染'ド1:の病気)のお fー

さんはご¥述j&j:ください。

③ イミrYJなぷは、似:fill f~1 tr~却にお IIlJ レ、介わせ

く7どさレ、。

) J 齢 対象 9~ !日1 11 L な内科

J [61，1 小児科診討を司令I'r.f非
H6iJ'-3ヵ月児 8)J911 キ/1111包IH(セット配布、
<1) J '1"まれ

(火) 7引

6ヵ月児 ト[6 '1 お)J 23 (/ 出It乳食の試食
1) J '1まれ (火) 発i主相談~îr

1歳児 H 5 '1 8)12211 育児.rr'i報交換
7 J111:まれ UI) 発注+/1談等

1歳 H5勾ご 8 )1301/ 
小児科 ・!'f:t科診五三

6ヵ月児 2月々まれ (火)
丈夫な耐とり11になる
ためのお話

小児科 ・附科診然
H 3;1' 8)111 (/ 3歳児 初と検1c
2刀生まれ (本)

視聴覚検作う:

乳幼児の発達や育児、悩みごとは、保健センター“/:上

とf今の相談11 (第 1・3/)<f/t¥1日)"も御利用ください。

「臨ミ;掘調ZdZ雪蝿慌鴫!
万 sの・n:故に備えて l 
If'/_l¥稼労働者Ln故見舞金制度にdl l 

加入しましょう i 
O掛金は ゆ年11';]8001'1 ! 
(4月1円より6001"1から改正されました)

。有効期間は E争 力11人登録から 1"/'1111 

。請求期間は 時発ノ1'.した /1か ら2"ド以内

。見舞金の給付額

手if[ Ja'j 事故 ~"i のれ~ J~ [f.~イ、 l 前1

化亡 lH稼ι/'(11¥発から'!-'a'じまで)における死亡。lOO 
見舞金 ただし、 fI .H ，~1'"ì'" の死亡を除 く。 )j/'/ 

6 )J以lであるもの 12)j1'J 

fV; j戸4 llW記，/，におけるfl
3 )J以| 9 )j/'J 

比舞金
イi¥Xは疾病で休業 6JJ*備であるもの
T成長を要するもの 1)J以|

3 )J未満であるもの 7 )j/'J 

/I¥f，止9'における負傷Xは疾病による附'内
|均 '人: で‘Jlli'r;;~'の就労を不能とする f'U~:のもの 30)iJ'J 
比~!f金 Oif'到')1月災千;布liu'tl;f:l;[t(iL脆i1f tJwrJ))rJJ<?U 
1の防千，等級品nLI級以 u

火災 IJII人名の仰ぐ)"-tの火災による焼失 20)j/'J 
比舞金 (、 /"~ft以J-)

市役所 35 -2111 

「生活講座受講生を募集f寸
働く財人の家__J

① 季節の料理教室

~イi)の味をノ1:.カミして ilならではのお判.frl!と旨れーっ

てみませんカミ~

日時 8)1911(火)ノ1: Iì íj}例年~12川

ノ'/'.f後妥 611叫J午tβ3却O分~8 JI.'川l上υ叶、，')十，')β30分

講師 J森 t倣d炊文 f宇 (他食r削'jj
持参する物 エフロン、 :. 1()11) ，メ モ川口、判

:rト ~ri: (500 l' 1 f、工)

②保育講習会 側川人少年協会 JU~(

~ベビーシッターとしての知識や技術を身につ

けるための消判会です。 干cU~fïーや川似保育を

してみたいと思っているみは1'::，)l'受 講 ください

必集人此は30:t，でイ|討給不川です。 内科，(f.ii':/IIはH9J

く丸山人の家へおI，'¥j¥;、介わせ くださ い。~

日時 8月22"(JJ) ~ 8.)J 26ハ(令) フログラムあり

講師 以北ム f夕、iWI大学のふrIH:rlill'j(とi川」ヒ'1'火州

l1.7'，己σ〉ノトリ己.f1.1;反nrli。

③ 茶道教室 以千家101"1市内

~ぷ五千家茶辺人1"1か ら初心打大歓迎~

日時 8 )J 241/~ 1 0)J261/ 11J~湖水IINI/

午後 611 ，')'30分~ 8 11 ，'i'30分

講師 u 渡~;-，:Jj.長

④ パッチワーク教室

~ノ〈ックやホーチなど併ilp.な小物行り カミら~

日時 8 ) 1 25 1 / ~ 1 0) 1 20 r / 11比並木/11'111/
メl 後 611 ，')'30分~81j日0分

講師 や1'1;文1'1'什[. (ハッチワーク ・フータンJ，liU

持参する物 故縫辺H

①~④のJ共七t:;辺函要説}，'

対象者 rI行I内にイ住l主三持砂所rY.は勤務先を布するLムムkμ(ぐぐ町:ごf川γ判ιv刊ドけ附l主ミ
受講料 無料(イ11.し材料，貨は各 1"/:ftJ"II.lJi!ti¥;、ます)

締め切り 定員になり次第締め切らせていただきます。

申し込みと問い合わせ

I-i..所川広(rli新 IlIff!]'yJく何人の家 宮 35-8898 

平成6年度

「出稼ぎ者及び留守家族激励会」
を開催します0

0無.El11と事故のない、みんなで明るい11¥椋ぎを0
日時 平成 6 年 8)~3 1 Ll(水) !r後 1IIc')より
場所 rh'i'央公民館(大ホーノレ) 入場料 無料
内容・ 安全就労もちつき大会

• 11¥稼ぎ者安令祈願祭

・お楽しみt，l/選会 (201'，1出り)
・ アトラクション(カラオケ大会 ・ ~華商品あり)

す 入場者全員に粗品あり食

*出稼ぎ前にかけて安心事故見舞金制度交

手1&6"/8Jll" 12 



レ日日寺 

ン場所 

ン講師 

8月26日（金） 午後 1日寺から 

市イ呆健センター 

佐藤実先生（佐藤内科小児科医院） 

開催場所 開催月日 開催時間 はなしのテーマと時間 

稲実集会所 
8月10日 

（水） 

10 : 30-- 
12 : 00 

乳ガンの自己検査法

をやってみましよう 
(10 : 30---11 :00) 

南新集会所 
8月10日 

（水） 

12 : 30- 
13 : 30 

松 島会館 
8月17日 

（水） 

10 : 00-
ii: 30 

死亡率の高いガン 

(11 : i0-ii : 30) 

毘沙門・長富 
コミュニテイ 

セ ン タ ー 

8月17日 

（水） 

10 : 30-- 
12 :00 

栄養の宝庫 牛乳の

力！ 
(11 : 30-12 : 00) 

コミュニテイ

センター梅沢 

8月22日 

（月） 

10 : 00-- 
12 : 00 

若さを保っための食

生活 
(11 : 30-12 : 00) 

藻川公民館 
8月23日 

（火） 

ii: 00- 
12 : 30 

乳ガンの自己検査法

をやってみましよう 
(10 : 00-10 : 30) 

幾島町集会所 
8月24日 

（水） 

10 : 00- 
12 : 00 

ガンにならずに過ご
したい～レル、気持ち
でガン予防～ 

(11 : 30-12 : 00) 

水野尾集会所 
8月24日 

（水） 

ii: 30-- 
13 : 00 

13 平成 6II 8月 1 目 

長谷川和花奈ちゃん（ーッ谷） 

母・浩美さん タ1、が好きなので、 いつも近

くの公園に行っています。最近、近所の猫を見

ると、 ニャンニャンと、 とても喜ぶようになり

ました。 このまま元気で、やさしい子にーと」思

っています。 

移動採血車が来ます 
※献血していただいた方に生化学的検査サービス

献血をしてくださった方には、肝臓・腎臓な

どの内臓機能の働きを調べる血液検査を行い、 

後日結果をお知らせします。 

期日 時 	間 場 	 所 

8
月
1
2H

（
金
）
 

 

午前 9時30分から 

10時30分まで 

ニI ミュ，ニテ“イセンノタ 
ー中川（赤十字奉仕
団中川分団協賛） 

午前10時40分から 

11時30分まで 

三八五貨物自動車運
送（株） （赤十字奉仕
団中川分団協賛） 

午後 1時00分から 

2 時00分まで 

かいどう児童館 
（赤十字奉仕団松島 
分団協賛） 

午後 2 時20分から 
4時00分まで 

五所川原市農業協同
組合長橋支所（赤十字
奉仕団長橋分団協賛） 

8
月
2
4H

（
水
）
 

 

午前 9時30分から 
11日寺00分虹 

ニI ミコ一ニニラ二イセこ／Jタ 
ー梅沢（赤十字奉仕
団梅沢分団協賛） 

午後12時00分から 

12時50分まで 

タイセン（有） 
（赤十字奉付土I］毘沙 
門分団協賛） 

午後 1時00分から 
1時50分まで 

白川商店前 
（赤十字奉仕団毘沙 
門分団協賛） 

午後 2 時00分から 
4 時00分まで 

大久保製作所（株） 
（赤十字奉仕団長富 
分［ t1協賛） 

椎離り健康本目談室 
ン対象 	i I..所川原にお住まいの方で、 ご自身及 

び家族の身体ぐあいの事で心配されている方 

ン内容 血圧相談、病気の相談、心ク片目談 

健康にノフいて-ci)話し 

レ料金 無 料 

）持参するもの 健康手帳（お持ちの方） 

保健婦が相談に応じます 

イ禽月葉肖 

、 	市役所公35- 2111 

は葉
 

みんなの健康教室 

レテーマ 糖尿病とその合併り主 

>主催 」ヒ五医師会‘市民保健協議会 
Iーー」ー→ー 

F 
I 
~ 
I 

均月隠葉

市役所宮35-2111

|勺合会り健康格談室 l
b対象 IL)好)11似におイ1:まいの)jで、ご (1身及

び家肢の身体 ぐあU、の'1;:で心配され ている)j

仁>内容 JIIL) L1'11談 、州試の相談、心の相談
位 LJミーについてのrl.可し

b料金 無料

じ>持参するもの 他民手11氏(お持ちのノj)

イ九ミ{位九11が利1J淡に)，と:じますー

開催場所 開催月 11|州lliVf)1¥1 はなしのテマと時間

稲 k~ 会 IVr1 8月1011110.30~ 乳ガンの1'1己検査法
(水) 1 12. 00 をやってみましょう

(10 • 30~1l .00) 

刷新集会rYil8月lOU112 • 30~ 
(/，]<) 1 13. 30 

松仏会飢 8月17日 10• OO~ 死亡'f5の 1白いカ、ン
(木)，_， 1 ，u11uu301 (11. 1O~1l • 30) 

rt沙門 .1{7;¥ 吋忠
コミ、ユー--プィイ 8 } 11711 110 • 30~ 米伎のj{Ji)o' 牛乳の
センター (木) 1200 jJ! 

(11 • 30~12. 00) 

コミュニァィ 8月2211110• 00~1 i'fさを保つための食
センター悔沢 (月)"1 ，ul2uuool ~活

(11 • 30~ 12 • 00) 

がi川公民釘d8 月 23~llll 00~1 ~Lガンのi'I仁:検1úよ
(火) 1 12. 30 をやってみまし主う

(10. 00~10. 30) 

幾J11ml42AEi158月2411110 • OO~ ガンにならずにi品こ
歩位""ιIfl (，レ、 したい~いい'，，_(j:!(t:

υ1<) 1 12. 00でカン予防~ コ
(11 : 30~ 12 : 00) 

木野J己集会所 8 )12-1 11 111 • 30~ 
(/]<) 1 13. 00 

: 四回協同 j

! じ>日日寺 8刀2611 (<i7:) ノ1"'後 111.'Jカミら ! 

b場所 !山!打iイ保以仏仙tセンタ一 i 
! b講師 V仏休1ピ:11雌i桜ぶ 夫 先ノ付作|十". (1/[ド仁一二一仏l内人村l川昨川平F利'1小y児4川干利'1-1以民州|院坑ω) I 
l[>テ一マ 和私桁H)/以ポ州とその什fり例j川iサι ! 
じ>主催 北 1，:1天nrli会 ・rIJl\，; f;;~位協議会 l 

13、lえ/&6 q・.8))1 11 

長谷川和花奈ちゃん (ーッ谷)

母・浩美さん 外が好きなので、いつも近

くの公闘に行っています。品近、 近所の11'uを比

ると 、ニャンニヤンと 、 とてもがぶようになり

ました。このままぷ何で、やさしい("にーと思

っています。

EEEZ盟重重極主盃掴圏
※献血していただいた方に生化学的検査サービス

I~武JIII"をしてくださったプIには、 11干)臓 ・ 肝臓な

どの内臓機能の仰jきを訓ベるJUL液検査を行い、

後 11jj':，'f米をお知らせします。

JtJ) 1 1 日ミ[1' II¥J 毛ι;!，} 月fj'

!j"-白ij9 11.'J'30五〉から コミューアイセンタ

1011 年30づ〉まで
-'1リ11 (赤十字奉什

8 
1')'1'1'川 分 卜JI協賛)

月 ノ|二nIilOlI年40ジ〉から
--八ヨ-L1を杉ッIl[l:i) '1'-込i

12 1111，']'30玉〉まで
道 (株) (ぷ十字奉イ|

日
卜1"1'1'川 分 廿|協代)

ノ|イ灸 111.']'00う〉から カミレ、どうグ己主i1trff

( ノ玉lへL 2 fk']'OOづ〉まで (亦十字奉仕同松日J

) 

分 卜)"1協賛)

ノ1:千灸 211年20玉〉から 11.T!J?川 以市農業ilhUioj

4 fI，'f-OOづ〉まで
組l1子長崎 支所(亦ー1'(: 
ポi1:1、JiJHMlトH協m

!I二ドiij9 Ik'i'30づ〉から コミューアイセンタ

1l1l，'fQOづ〉まで 一抑沢 WJミー|中米イ1:

8 
L，)"I村正沢分|寸|協賛)

月 ノ|イ妥12U，'fQOづ〉から
タイセン(有)

24 1211，']'50づ〉まで
(ぷ寸 f寸二本二イJ:I寸lL巳沙

μ 
I"jづ〉卜)IMh苦を)

ノ|一後:111，']'00づ〉から ( 1) 11 K.fÎ}~tfníj 

/)<. 111.'J'50づ〉まで
(')Jミ寸土j-:奉イ1:1、)'1凶沙

) 

I"j分 凶協賛)

午後 211年00分から 人1へイ公製作所(株)
LJ 1I年。00う〉宝で (亦十字奉行:1、)'1長 '.';r

分I、)1協賛)
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青森県交通対策協議会 

8月 19日はバイクの日 

～みんなで二輪車の 
安全を話し合いましょう～ 

（内は前年。累計は 1月から。 
速報値のため後日変更することがあります。 
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|県内の交通事故概況|

(平成6年) 青森県交通対策協議会

1 4 
6月累計 高齢者の死省 (19) 

発 71013，710死飲酒運転による死者 /11
生(671)1 (3.598)者 、j 

着用義務者 30
(死 l ~ I ，~? I ~I ~(着けなけ ればなら奇い人)I (お)
者 (21)I (74)ちト非着用者 23

べ (着けていなかった人)(32)
傷 86114.626 ル着けていれば 1 2 
者 819)I (4.374) 卜助かったと思われる人 (15)

( )内は前年。累計は l月から。
速報値のため後日変更する ことがあります。

8月19日はバイクの日

~みんなで二輪車の
安全を話し合いまし ょう~
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